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ご
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め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
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平
成
29
年
12
月
22
日
〜
26
日
に
広
島
県

広
島
市
で
、
第
26
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

州
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
小
国
町
か
ら
も
出
場

し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

☆
結
果
【
団
体
戦
】

●
河
津
杏
音
（
小
国
小
６
年
生
）　

　

佐
藤
ゆ
め
（
小
国
小
5
年
生
）

　

ベ
ス
ト
32

　

【
個
人
戦
】

●
佐
藤
ゆ
め
（
小
国
小
５
年
生
）　

　

小
学
５
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　

ベ
ス
ト
16

●
宮
﨑
直
也
・
安
達
琉
偉
（
小
国
小
４
年
生
）　

 

　

小
学
４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　

５
位
入
賞

第
26
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

渡
邉
敏
幸
さ
ん
率
い
る
お
ぐ
に
ジ
ュ
ニ

ア
、
熊
本
県
女
子
団
体
は
、
１
回
戦
、
優

勝
候
補
の
１
つ
で
あ
る
宮
城
県
に
河
津
杏
音

さ
ん
の
大
活
躍
に
よ
り
２
ー
１
で
勝
利
し
ま

し
た
。
２
回
戦
の
岡
山
県
に
は
、
０
ー
３
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
佐
藤
ゆ
め
さ

ん
は
中
国
地
方
１
位
の
選
手
を
相
手
に
フ
ル

セ
ッ
ト
の
末
、
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
に
も
出
場
し
た
佐
藤
ゆ
め
さ
ん

は
、
２
回
戦
、
広
島
県
２
位
の
選
手
を
相
手

に
２
ー
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。
３
回
戦
、
第

１
シ
ー
ド
で
今
大
会
の
優
勝
者
を
相
手
に
互

角
の
戦
い
で
し
た
が
、
０
ー
２
で
惜
敗
し
ま

し
た
。

　

宮
﨑
直
也
・
安
達
琉
偉
ペ
ア
は
、
２
回
戦

近
畿
地
区
１
位
、
３
回
戦
中
国
地
区
１
位
を

相
手
に
勝
利
し
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
今
大

会
優
勝
し
た
関
東
地
区
１
位
を
相
手
に
０
ー

２
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
見
事
５
位
入
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
全
国

と
い
う
舞
台
で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら
も
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
楽
し
ん
で
、
い
い
結
果
が
残
せ
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
！

　

話　　題

第
61

回
小
国
町
成
人
式

　

第
61
回
小
国
町
成
人
式
が
１
月
３
日
晴
天
の

中
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
新
成
人
お
よ
そ
80
名
が
式
典
に
参

加
し
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
や
保
護
者
の
方
か

ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、北
里
町
長
が
主
催
者
挨
拶
、渡
邉

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、小
国
町
の
将

来
を
担
う
新
成
人
を
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
成
人
代
表
者
か
ら
は
熱
い
決
意
が

語
ら
れ
、そ
の
後
毎
年
恒
例
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

「
思
い
出
の
写
真
」が
上
映
さ
れ
る
と
、
時
折
歓

声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
新
成
人
の

方
は
お
互
い
の
健
闘
と
活
躍
を
誓
い
合
い
、成
人

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

新成人による交通安全宣言 成人式の様子

左から　佐藤ゆめ、河津杏音、宮﨑直也、

安達琉偉
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小
国
郷
の
氏
神
社
で
あ
る
小
国
両
神
社
で
1

月
2
日
〜
4
日
ま
で
の
3
日
間
、
巫
女
の
お
手

伝
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、両
神
社
の
方
か
ら
お
誘
い
を
頂
き
、

年
末
に
は
お
正
月
に
向
け
た
お
札
や
お
守
り
の

準
備
、
年
始
に
は
お
札
所
の
対
応
な
ど
、い
つ
も

は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
両
神
社
の
仕
事
が
経

験
出
来
ま
し
た
。

　

お
札
所
に
い
る
中
で
小
国
な
ら
で
は
だ
と
感

じ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は【
神
宮
大

麻
】の
御
神
札
。
私
の
実
家
に
は
大
麻
を
備
え
る

文
化
が
な
く
、初
め
て
聞
い
た
と
き
は
大
麻
と
い

う
名
前
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た（
笑
）。

　

そ
し
て
二
つ
目
は
参
拝
者
の
方
の
多
く
が
交

通
安
全
の
お
守
り
を
購
入
さ
れ
る
こ
と
。
小
国
の

暮
ら
し
に
は
車
は
必
須
、家
族
や
大
切
な
方
の
こ

と
を
思
っ
て
購
入
さ
れ
る
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
、福
を
分
け
て
頂
い
た
よ
う
な
、素
敵
な

年
末
年
始
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
松
井
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の

話
題

小
国
両
神
社
の
巫
女
の
お
手
伝
い
に

行
っ
て
き
ま
し
た
！

　

来
月
3
月
2
日（
金
）、わ
た
し
た
ち
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
こ
の
1
年
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
町
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
活
動
報
告
会
を

14
時
〜
、18
時
30
分
〜
の
2
回
、隣
保
館
に
て
行

い
ま
す
。

　

協
力
隊
が
日
々
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
、ご
存
じ
の
方
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
小
国
町
で
は
4
名
の
協
力
隊
が
そ
れ
ぞ

れ
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
4
月
以
降

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
の
か
を
地

域
の
み
な
さ
ん
に
お
話
す
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
町
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
た

り
交
流
で
き
る
時
間
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
移
動
式
カ
フ
ェ
“
オ
グ
・
カ
ー
ゴ
”

も
出
動
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

12
月
15
日（
金
）は
ク
ラ
ス
対
抗
の
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
で
、
男
女
に
分
か
れ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技

を
行
い
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
熱
戦
が
続
き
、
試

合
後
は
力
を
出
し
切
り
座
り
込
む
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
職
員
チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
か
な
り

白
熱
し
た
も
の
と
な
り
、
試
合
の
熱
気
と
歓
声

で
寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
活
最
後
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
だ
っ
た

３
年
生
の
健
闘
も
素
晴
ら
し
く
、
何
事
に
も
最

後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
を
後
輩
達
に

示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
22
日（
金
）か
ら
27
日（
水
）ま
で
奈
良

県
で
第
49
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー

全
国
大
会
が
あ
り
、
九
州
代
表
と
し
て
小
国

高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
出

発
前
の
終
業
式
で
は
推
戴
式
も
あ
り
、
全
校
生

徒
か
ら
の
応
援
エ
ー
ル
を
受
け
て
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
１
回
戦
で
強
豪
富
山
県
代
表
の
石
動

高
校
と
対
戦
し
、
前
半
０
対
２
と
相
手
に
リ
ー

ド
さ
れ
た
も
の
の
、
後
半
に
２
得
点
し
て
追
い

つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後
に
大
接
戦
の
末

１
点
追
加
さ
れ
２
対
３
で
無
念
の
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。
惜
敗
で
し
た
が
、
今
大
会
の
優
勝

チ
ー
ム
と
互
角
に
戦
っ
た
経
験
を
糧
に
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日（
土
）、
14
日（
日
）と
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
が
行
わ
れ
、
小
国
高
校
の
生
徒
９

名
も
３
会
場
に
分
か
れ
て
受
験
し
ま
し
た
。
前

日
に
は
校
内
に
て
受
験
者
激
励
会
が
あ
り
、
校

長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
か
ら
自
分
の
や
っ
て

き
た
事
を
信
じ
て
、
冷
静
に
取
り
組
む
よ
う
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

ぜ
ひ
と
も
全
員
が
希
望
の
進
路
を
実
現
さ
せ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。　

クラスマッチ

激励会

ホッケー全国大会
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１
月
５
日
（
金
）
阿
蘇
広
域
消
防
北
部
分

署
に
お
い
て
、
新
春
恒
例
の
小
国
町
消
防
団

出
初
め
式
が
松
野
団
長
以
下
２
６
４
名
の
団

員
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
数
年
ぶ
り
に
雪
が
降
る
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
雪
や
寒
さ
を
は
ね
の
け

る
か
の
よ
う
に
、
大
き
く
胸
を
は
っ
て
力
強
く

行
進
を
し
ま
し
た
。

　

北
里
町
長
の
挨
拶
、
松
野
団
長
訓
示
、

御
来
賓
祝
辞
等
の
式
典
の
後
に
通
常
点
検
を

実
施
し
、
各
分
団
と
も
機
敏
な
動
作
を
披
露

し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
た
と
講

評
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
で
は
平
成
28
年
４
月
の
熊
本

地
震
に
お
い
て
、
小
国
町
消
防
団
の
活
動
（
避

難
誘
導
・
危
険
箇
所
の
把
握
等
）
に
対
し
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
代

表
で
松
野
団
長
が
受
取
り
ま
し
た
。

平
成
30
年

小
国
町
消
防
団
出
初
式

ま
た
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。(

順
不
同
・

敬
称
略)

◎
熊
本
県
知
事
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
・
勤
続
２
５
年
以
上
）

後
藤
幸
夫
・
川
谷
賢
正
・
河
津
誉
久
・
杉
野

裕
一
朗

◎
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
感
謝
状
①
30
年
以
上
在
籍
、退
職
し
た
団
長
）

　
　
　
　
　
　

前
団
長　

権
藤
芳
春

（
感
謝
状
②　

　

県
消
防
協
会
常
務
理
事
と
し
て
の
貢
献
）

　
　
　
　
　
　

前
団
長　

権
藤
芳
春

（
竿
頭
綬
・
５
年
間
無
火
災
分
団
）

　
　

第
４
分
団
（
西
里
）

（
功
績
章
・
20
年
）

秋
吉
祥
志
・
久
野
敏
和
・
長
谷
部
大
輔
・
麻
生

晴
司
・
有
田
一
彦
・
宮
本
政
彦
・
宇
都
宮
健
治
・

長
田
進
一
・
工
藤
和
也
・
小
野
正
和
・
坂
田
直
樹

（
勤
績
章
・
15
年
）

梅
木
康
成
・
市
川
操
・
長
尾
洋
一・
宇
都
宮
昌
昭
・

工
藤
基
喜
・
河
津
自
然
・
宇
都
宮
保
夫
・
大
塚

譲
・
時
松
吉
秀
・
清
髙
直
樹
・
田
邉
浩
信
・
松

﨑
健
一
・
秋
吉
康
成
・
三
笘
博
文
・
石
田
伸
一
郎

◎
熊
本
県
消
防
協
会
阿
蘇
支
部
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
・
25
年
）

河
津
誉
久
・
宮
﨑
智
幸

◎
小
国
町
長
表
彰

（
団
歴
10
年
以
上
の
団
員
）

宮
﨑
誠
也
・
佐
竹
誠
・
東
政
則
・
井
福
正
行
・

麻
生
誠
・
久
野
翔
大
・
河
野
正
和
・
松
平
則
明
・

佐
藤
誠
司
・
佐
藤
修
司
・
小
陣
哲
平
・
河
津

理
市
・
井
上
健
作
・
宮
﨑
徹
・
川
島
光
宏
・

宮
﨑
智
和
・
髙
村
宗
憲
・
児
玉
裕
史
・
原
部

潤◎
消
防
庁
長
官
退
職
表
彰

（
15
年
以
上
退
団
者
）

　

権
藤
芳
春
・
時
松
一
義
・
上
野
雄
輔
・
宇
都

宮
久
人
・
飯
沼
由
彦
・
永
野
成
人
・
明
石
隆
博
・

熊
谷
和
昭
・
永
野
幸
雄
・
伊
東
次
朗
・
明
里

巳
喜
生
・
出
口
創
平
・
時
松
誠
也
・
原
山
義
弘
・

河
津
清
明
・
川
述
誠
・
栗
原
利
幸
・
長
悦
郎

消
費
生
活
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
相
談
に
つ
い
て
は
、
毎

週
火
曜
日
・
木
曜
日（
祝
日
は
除
く
）、
小
国
町

役
場
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
３

月
１
日（
木
）か
ら
小
国
郷
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
は
、
両
町
役
場
の
ど
ち
ら

で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
消
費
者
に
対
す
る
訪
問
販
売
や
悪
質

な
勧
誘
な
ど
、
手
口
も
複
雑
か
つ
巧
妙
化
し
て

お
り
、
消
費
生
活
相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、一
人
で
判

断
せ
ず
、
速
や
か
に
消
費
者
相
談
窓
口
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
毎
週
火
曜
日
】

◎
窓
口
：
小
国
町
役
場「
住
民
課
」

◎
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
、

◎
電
話
：
４
６
ー
２
１
１
５
又
は
２
２
０
８

【
毎
週
木
曜
日
】

◎
窓
口
：
南
小
国
町
役
場「
総
務
課
」

◎
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
、

◎
電
話
：
４
２
ー
１
１
１
２(

内
線
１
０
７)

※
電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。 
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○○○○○○

ク
リ
ー
ン
作
戦

〜
私
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
〜

 

本
校
で
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、

「
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
」「
地
域
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
、
全
校
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
の
「
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
を
年
間
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
５
月
と
７
月
に
小
国
町
、
12
月
に

南
小
国
町
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
で
実
施

し
ま
し
た
。
担
当
場
所
の
清
掃
活
動
が
終
わ

る
と
、
施
設
の
方
に
実
際
に
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
チ
ェ
ッ
ク
表
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
小
国
町
と
南
小
国
町
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
取
材
に
来
て
い
た
だ
き
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
の
様
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。
放
送
後
、
地
域
の
方
々
か
ら
「
頑

張
っ
て
い
る
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

り
、
来
校
さ
れ
る
方
か
ら
も
「
が
ん
ば
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
」
と
話
題
に
取
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
を
学
習
の
場
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
も
地
域
の
一
員
で
あ
り
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
、
子
ど
も
た
ち
に

育
っ
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
意
識
を
大
切
に
、

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
活
動
に
な

る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
作
り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
以
外
に

も
、
地
域
は
も
う
一
つ
の
学
校
と
考
え
、
積
極

的
に
地
域
に
出
か
け
て
学
習
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
私
た
ち
を
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、

是
非
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

○
心
房
細
動
と
は

「
心
房
細
動
」
と
は
、
心
房
内
に
流
れ
る
電

気
信
号
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
き
る
「
不
整

脈
」
の
一
種
で
、
心
房
が
痙
攣
し
た
よ
う
に

細
か
く
震
え
、
血
液
を
う
ま
く
全
身
に
送
り

出
せ
な
く
な
る
病
気
で
す
。

　

心
房
細
動
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
発

症
率
が
高
く
な
り
、
女
性
よ
り
も
男
性
に
多

く
発
症
し
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
健
康
な
方
で
も
発
症
し
ま
す

が
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
心
筋
梗
塞
・
弁
膜

症
な
ど
の
心
臓
病
や
慢
性
の
肺
疾
患
が
あ
る

方
は
発
生
し
や
す
く
、
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
や

カ
フ
ェ
イ
ン
の
過
剰
摂
取
、
睡
眠
不
足
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
時
に
発
症
し
や
す
く
な
る
方

も
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
自
体
は
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重

症
な
不
整
脈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

動
悸
、
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
い
等
の
症
状
が

現
れ
、
ま
た
脳
梗
塞
の
発
生
率
が
高
く
な
る

た
め
適
切
な
治
療
が
必
要
で
す
。

○
心
房
細
動
は
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク

 　

脳
卒
中
の
約
６
割
が
脳
梗
塞
（
血
管
が
詰

ま
る
タ
イ
プ
）
で
、
心
臓
に
で
き
た
血
の
塊

（
血
栓
）
が
脳
や
頸
部
の
動
脈
に
つ
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
お
こ
る
心
原
性
脳
塞
栓
症
は
脳

梗
塞
の
２
‐
３
割
を
占
め
ま
す
。
そ
の
梗
塞

の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
た
め
死
亡
率
が
高
く
、

歩
行
に
介
助
を
要
し
た
り
、
寝
た
き
り
な
ど

の
重
い
後
遺
症
が
残
る
場
合
が
多
い
で
す
。

心
原
性
脳
塞
栓
症
の
原
因
の
３
／
４
は
心
房

細
動
で
、
心
房
細
動
か
ら
の
心
原
性
脳
塞
栓

症
予
防
は
極
め
て
重
要
で
す
。

○
心
房
細
動
を
見
つ
け
る
方
法

　

心
房
細
動
の
診
断
に
は
心
電
図
検
査
が
不

可
欠
で
す
。
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
り
、
自
分

で
脈
を
調
べ
て
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
受
診
し
て
心
電
図
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

自
覚
症
状

「
ど
き
ど
き
す
る
」
「
胸
が
苦
し
い
」
「
階

段
や
坂
を
上
る
の
が
き
つ
い
」
「
息
が
切
れ

や
す
い
」
「
疲
れ
や
す
い
」
等
の
症
状
が
多

３
月
９
日
は
脈
の
日

３
月
９
日
→
15
日
は
心
房
細
動
週
間

く
、
手
首
や
頸
部
の
脈
を
測
る
と
普
段
よ
り

も
速
か
っ
た
り
、
ま
た
速
い
・
遅
い
を
不
規

則
に
繰
り
返
し
た
り
し
ま
す
。

自
分
の
脈
を
調
べ
ま
し
ょ
う

　

心
房
細
動
が
あ
っ
て
も
半
数
の
方
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
の
な
い
心

房
細
動
を
見
つ
け
る
に
は
、
定
期
的
に
自
分

の
脈
を
調
べ
た
り
心
電
図
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

学校・福祉

親指の付け根の骨の内側で、脈
がよく触れるところを見つけま
しょう。
15 秒位脈拍を触れて間隔が規
則的かどうか確かめてくださ
い。
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○○○○○○福　　祉

　先月から国民健康保険（以下、国保）制度の改正についてお知らせしています。先月は『都道府県と市町村の役割』

についてでしたが、今回は『制度改正で変わらないこと、変わること』についてお知らせします。

変わらないこと（役場ですること） 変わること
○国保の加入・喪失、保険証等の発行手続
○国保税の決定、支払いに関すること
○療養費・高額療養・出産育児一時金・葬祭費などの給付に関すること

○被保険者の資格管理が都道府県単位
○保険証などの様式
○高額療養費の通算方法

■変わること①：被保険者の資格管理が都道府県単位

　今回の改正によって都道府県も国保の保険者となり、これまで市町村ごとに行っていた被保険者の資格管理は都

道府県単位で行われることになります。市町村は保険証の交付など身近な資格管理を行います。

　そのため、小国町の被保険者が熊本県の市町村へ住所異動をした場合でも資格の喪失や新たな取得は生じません。

　ただし、小国町の保険証は使えなくなるので、異動先の市町村から発行された保険証を使用することになります。

■変わること②：保険証などの様式

　資格管理が都道府県単位で行われることに伴い、保険証などの様式の一部が変更になります。変更は保険証の一

斉更新日の平成３０年８月１日を予定していますので、現在お持ちの保険証については有効期限まで使用できます。

■変わること③：高額療養費の通算方法

　国保には、医療費の自己負担額が高額になった時に、年齢や所得に応じて定められた自己負担限度額を超えた

分が支給される制度（高額療養費制度）があります。

　高額療養費制度では、過去 12 か月内に高額療養費支給が４回以上あった場合（多数回該当）自己負担限度額

が低くなりますが、これまでは他の市町村に住所異動をした場合は、国保の資格を喪失するため、高額療養費の

該当回数を通算することが出来ませんでした。

　しかし、平成３０年４月からは熊本県内の異動は資格喪失とならないため、世帯としての継続性が保たれてい

れば、該当回数を通算できるようになります。

平成 30 年 4 月から国民健康保険制度の一部が変わります。
都道府県が国保運営の中心的な役割を担います。
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○○○○○○子育て

　　　

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656

 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720

★ぽっけの日  カ  11：00 ～ 

2/27（火）　『おひな様つくり』
＊カンガルーまでの道路状況を知りたい時はお電話
ください。

★すくすく広場  カ  10：30 ～ 11：30
　０歳児を持つ親子の集いです（妊婦さんもどうぞ！）

3/13(火）　『子どもの歯について』
保健師が計測を行います。母子手帳を持参くださ
い。計測後、歯科医師さんの話、質問コーナー等があ
ります。

★なかよしくまさん  パラソル   10：00 ～ 11：50 

2/22（木）　親子クッキング※要予約

★おもちゃ図書館 ”ミルク” パラソル   9：00 ～ 11：30

2/10（土）、2/25（日）
※2/10はカンガルーのぽっけで開催します。

★絵本読み聞かせ  カ    11：00 ～

3/19（月）　カンガルー職員による絵本読み聞かせ
です

★その他

3/7（水）老健２階にて　13:30～　ブックスタート

★お休み（休館日）

パラソル   2/10（土）～2/12（月）、2/24（土）

　読む、話す、書くなど言葉の学習において最も早く

発達するのは「聞く力」。言葉はまず耳から覚えるもの。

幼児期に美しい日本語をたくさん与えてもらったこどもは

言葉の発達が早く、表現力も豊かになります。

　絵本の読み聞かせが子どもの感性を豊かにし、想像力

を育てる事は良く知られていますが、毎日 10 分以上読

書をする子どもは、読解力の問題の正答率が高くなると

いうデータが出ているそうです。

　奇想天外な出来事が起こる絵本。知恵を働かせて仲

間を助けたりする主人公に自分を重ねて、達成感や成功

体験を味わう事で自己肯定感を養うこともできるとされ

ており、幼児期における絵本の読み聞かせは、親子で楽

しんでできる早期教育と言えるのではないでしょうか？

子育ちコーナー

あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日 本着新 内案ご

　昨年七月にこの世を105

歳で去られた日野原重明さん

が、亡くなる直前までインタ

ビューに答え書き記した最後

の一冊。これからを生きてい

く私たちに伝えたかったこと

とは？

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀行の建

物に開館しています。館内には、平成11年の台風で倒壊

した阿弥陀杉でできたモニュメントがあります。蔵書は約

15,000冊で、読み聞かせもできる絵本のへや、20席の学

習室があります。県立図書館からの定期配本や保育園・幼

稚園などで読み聞かせも行っています。

「生きていくあなたへ」　 
　　　　／ 日野原重明

「いやし犬まるこ」　輔老心

「殺人者の記憶法」　キム・ヨンハ

「もう一杯だけ飲んで帰ろう。」　角田光代 他

「作家刑事毒島」　中山七里

「幸せをつかむ人ほど「見た目」にお金を使う」 一色由美子

「ほどよく距離を置きなさい」　湯川久子

「ねえ、どれがいい」　ジョン・バーニンガム

今月の

おすすめの一冊！

定期おはなし会

どんぐりころころの会による

※新着本情報は、小国町の Facebook でも随時お知らせしています。

　次回開催は未定です。

　

時間

11：00～11：30
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○○○○○○公立病院

　

当
院
検
査
科
で
の
業
務
内
容
は
採
血
・
生

理
検
査
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
・
輸
血
検
査

な
ど
様
々
な
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
査
業
務
が
メ
イ
ン
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
後
述
し
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
に
お
け
る
検
査
科
と
は
、
皆
様
の
お

身
体
の
診
断
の
元
と
な
る
検
査
結
果
を
、
正

確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
診
療
科
へ
提
供
す

る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
検
査

結
果
を
誰
よ
り
も
先
に
見
る
の
が
私
た
ち
で

す
。
野
球
で
い
う
「
1
番
バ
ッ
タ
ー
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
提

供
す
る
検
査
結
果
と
は
、
「
ど
の
よ
う
な
疾

患
」
で
あ
る
か
「
そ
の
程
度
は
ど
の
く
ら

い
」
で
、
「
ど
の
よ
う
な
治
療
を
す
る
か
」

等
を
決
定
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
1
つ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
検
査
の
結
果
が
全
て
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
「
検
査
結
果
が
良
け
れ
ば
健

康
」
も
し
く
は
「
検
査
結
果
が
悪
い
か
ら
病

気
」
で
は
な
く
、
医
師
の
診
断
を
し
っ
か
り

お
聞
き
い
た
だ
き
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
を

送
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
当
検
査
科
で
は
他
の
医
療

施
設
の
検
査
デ
ー
タ
と
相
違
の
無
い
よ
う
に

外
部
精
度
管
理
と
い
う
も
の
に
参
加
し
、
正

確
な
デ
ー
タ
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
と
し
て
は
、
感
染
対
策
や
輸
血

療
法
な
ど
に
も
、
臨
床
検
査
技
師
が
関
与
し

て
お
り
ま
す
。

　

因
み
に
医
師
や
看
護
師
が
不
足
し
て
い
る

事
を
、
こ
の
紙
面
で
も
度
々
お
伝
え
し
て
き

た
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
私
た
ち
「
臨
床
検

査
技
師
は
充
足
」
し
て
い
る
の
か
？
少
し
古

い
デ
ー
タ
で
す
が
、
２
０
１
５
年
の
阿
蘇
市

と
小
国
郷
の
「
人
口
：
臨
床
検
査
技
師
」
の

比
を
算
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
小
国
郷
の
臨

床
検
査
技
師
の
人
数
は
人
口
当
た
り
阿
蘇

市
の
半
分
以
下
で
し
た
。
病
気
は
24
時
間

３
６
５
日
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

当
院
の
臨
床
検
査
技
師
は
3
名
と
少
な
い
の

で
す
が
、
夜
間
休
日
で
も
検
査
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

体
に
ご
不
安
が
あ
る
時
は
遠
慮
な
く
救
急
外

来
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

夜
間
や
休
日
な
ど
時
間
外
の
検
査
に
つ
い
て

は
、
緊
急
性
の
有
る
検
査
が
主
に
な
り
ま
す

の
で
、
よ
り
専
門
的
な
検
査
や
緊
急
性
の
低

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

小
国
公
立
病
院　

検
査
料
に
つ
い
て

臨
床
検
査
技
師　

有
住　

将
尚

い
検
査
に
つ
い
て
は
実
施
で
き
な
い
事
も
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
方
々
に
は
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
他
の
医
療
職
に
お
い
て
も
同
様

で
す
が
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
業
務
と
な

り
、
皆
様
に
お
い
て
は
ご
不
満
な
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

【名前】牛山　陽介

　　　（うしやま　ようすけ）

【趣味・特技】ドライブ、映画鑑賞

【ひとこと】　はじめまして。出身は長

野県です。小国町の和やかな雰囲気に

心が癒されております。くまもと復興

応援ナースの一員として、小国町の地

域医療に少しでも貢献させて頂ければ

と思っております。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

【名前】後藤　史織（ごとう　しおり）

【趣味・特技】ドライブ、山登り

【ひとこと】　検査科で勤務しておりま

す、臨床検査技師の後藤史織です。

育児で一年間ほどお休みを頂いており

ましたが、昨年末復帰しました。

皆様のお役に立てるよう頑張りますの

で、よろしくお願い致します。



入　札　結　果　の　お　知　ら　せ

入　札　日 工事・委託名 業者名 請負・委託額（円）

平成 30 年 1 月 23 日 鍋ヶ滝公園バイパス道路概略設計業務委託 （株）河津測量設計 2,160,000

平成 30 年 1 月 23 日 弓田川災害復旧工事 （有）ヤマニ建設 2,440,800
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○○○○○○産　　業

　

来
る
３
月
15
日
（
木
）
に
優

良
材
市
を
開
催
致
し
ま
す
。
是

非
、
多
量
の
出
材
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

・
場
所　

若
宮
共
販
所
（
第
一
）

・
時
間　

９
時
30
分

227

優
良
材
市
開
催
！

木
材
価
格
の
状
況

　

今
年
の
初
市
は
、
昨
年
に
比
べ
る
と
平

均
単
価
は
１
，
０
０
０
円
程
度
高
値
で
取

引
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
も
安
定
し
昨
年
に
比
べ
１
０
０
立

方
ほ
ど
多
く
出
材
さ
れ
、
杉
材
１
，
３
６
２

立
方
、
桧
２
３
５
立
方
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
値
は
、
ス
ギ
４
ｍ
φ
60
㎝
２
６
，

６
０
０
円
。
ヒ
ノ
キ
６
ｍ
φ
42
㎝
６
０
，

０
０
０
円
（
共
に
１
㎥
辺
り
の
単
価
）
と
な

り
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
い
て
は
、
大
型
木
材
工
場

と
の
取
引
は
継
続
中
で
す
。
平
均
単
価
は
、

１
０
，
０
０
０
円
前
後
の
横
ば
い
で
安
定
し

た
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度

も
役
職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

出
来
る
様
、
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 1 月 9 日 1 月 22 日

販　売　数　量 1,597㎥ 1,107㎥

販　売　金　額 19,276 千円 11,358 千円

総　　平　　均 12,069 円 10,257 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10 ～ 13 11,840 11,990 11,820 11,900

14 12,770 15,700 13,750 14,000

16 ～ 18 13,370 14,910 12,550 14,000

20 ～ 22 13,540 14,190 12,920 13,500

24 ～ 28 13,560 14,500 13,300 14,200

30cm 上 14,050 26,660 12,850 14,200

3m

 10 ～ 13 9,000 9,000 9,110 9,110

14 14,650 15,290 13,930 14,000

16 ～ 18 13,050 14,000 13,100 14,000

20 ～ 22 14,000 14,000 13,700 14,000

24 ～ 28 12,810 12,810 13,600 13,600

30cm 上 14,170 15,600 ― ―

2m 16cm 上 ― ― ― ―

6m

14 ～ 18 ― ― ― ―

20 ～ 28 17,700 19,000 ― ―

30cm 上 17,650 21,200 17,000 19,000

桧 4m

14 ～ 18 14,000 17,990 ― ―

20 ～ 28 15,910 17,330 ― ―

30cm 上 25,250 70,000 ― ―

　

『
森
林
経
営
計
画
』
と
は
『
森
林

所
有
者
』
ま
た
は
『
森
林
組
合
等
』

が
一
体
的
な
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
森

林
を
対
象
と
し
て
森
林
の
施
業
及
び

保
護
に
つ
い
て
立
て
る
５
年
間
の
計

画
で
す
が
、
今
年
の
３
月
末
で
５
ヶ

年
の
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
計
画
を
立
て
る
に
あ
た

り
、
森
林
経
営
委
託
契
約
を
し
て
い

な
い
方
は
、
是
非
契
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
計
画
を
樹
立
し
た
場
合
『
山

林
所
得
の
税
控
除
が
20
％
軽
減
』、

『
山
林
売
買
の
際
の
土
地
に
係
る
税

控
除
８
０
０
万
円
ま
で
』、『
森
林
経

営
委
託
契
約
の
締
結
で
間
伐
等
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
』
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

担
当　

石
田　

☎️
４
６
‐
２
４
１
１

森
林
経
営
計
画
の
計
画
変
更

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

　

小
国
町
で
は
、
義
務
教
育
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
た
め
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
に
学
用
品
費

等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

小
国
町
立
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
法
に

規
定
す
る
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

方◎
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
等
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給

食
費
、
医
療
費
な
ど
で
す
。

◎
申
請
方
法

　

小
国
町
教
育
委
員
会
ま
た
は
学
校
か

ら
申
請
書
を
も
ら
い
、
在
学
す
る
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
学
年
途
中
で
も
随
時
受

付
け
て
い
ま
す
。

問
小
国
町
教
育
委
員
会
事
務
局　

☎️
４
６
ー
３
３
１
７

ま
た
は
、
児
童
生
徒
の
在
学
す
る
学
校
ま
で
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○○○○○○消防・防犯

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

　
　
　
　
　
　

正
し
い
知
識
と
利
用
法
〜

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
に
よ
る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻
き

込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は
「
正
し
い

知
識
と
利
用
方
法
」
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
等
の

　
　
　
　
　
　

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
は
自
宅
の
鍵
と

同
様
に
、
し
っ
か
り
と
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

忘
れ
な
い
よ
う
に
「
誕
生
日
」
等
、
容

易
に
推
測
で
き
る
も
の
に
設
定
す
る
と
、

簡
単
に
解
読
さ
れ
ま
す
の
で
、
英
字
・
数

字
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
他
人
に
推

測
さ
れ
に
く
い
も
の
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
注
意
！

　
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
有
料
サ
イ
ト
の

料
金
を
請
求
す
る

　
　

→
「
架
空
請
求
」

　

無
料
と
称
し
て
、
ま
た
は
ク
リ
ッ
ク
し

た
だ
け
で
料
金
を
請
求
す
る

　
　

→
「
不
当
請
求
」

　

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
に
非

常
に
近
い
も
の
と
言
え
ま
す
の
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
慣
れ
て
い
な
い
高
齢
者
や
、

使
い
始
め
た
子
ど
も
達
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
架
空
請
求
や
不
当
請
求
の
支
払

い
方
法
と
し
て
、
相
手
か
ら
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示
さ
れ
、
相
手
に
カ
ー

ド
番
号
等
を
伝
え
る
手
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

カ
ー
ド
番
号
等
を
相
手
に
伝
え
る
と
、

使
え
る
状
態
に
な
り
、
カ
ー
ド
購
入
代
金

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

276

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

214

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

春
先
に
か
け
て
も
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
が
続
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
季
節
は
降
雪
に
よ
る

被
害
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
事

項
に
注
意
し
、
火
気
の
使
用
、
雪
災
害

等
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
！

☆
暖
房
器
具
取
扱
い

・
燃
え
や
す
い
物
や
ス
プ
レ
ー　

缶
な

ど
の
膨
張
し
や
す
い
物
を
周
囲
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
外
出
時
や
就
寝
前
は
必
ず
火
を
消
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
給
油
す
る
際
は
、
必

ず
火
を
消
し
、
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク

の
蓋
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　

☆
雪
に
よ
る
事
故

・
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
時
間
に
余
裕
を

も
ち
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
！ 火

災
予
防
に
つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
消
防
ヘ
リ
の
二
機

体
制
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
熊
本
市
内
に
あ
る
大
き
な
病

院
（
日
赤
な
ど
）
へ
の
搬
送
時
間
の
短

縮
や
、
専
門
的
治
療
に
も
即
座
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
阿
蘇
管
内
は
地
震
の
影
響
で
道
路

状
況
が
悪
く
、
ヘ
リ
は
非
常
に
有
効
な

搬
送
手
段
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ヘ
リ

の
離
着
陸
時
に
は
、
住
民
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
の
方
に
よ
る
ヘ
リ
の
要

請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ

い
。

ヘ
リ
二
機
体
制

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
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「第39回小国町ミニバレーボール大会」

参加チーム募集

　毎年恒例となります小国町ミニバレーボール大会を

下記のとおり開催しますので、奮ってご参加ください。

◎日　時：３月１３日（火）から

◎開会式：３月１３日（火）午後 6 時 50 分

◎場　所：小国ドーム

◎チーム編成：1 チーム 10 名以内

◎ルール：1 チーム 6 名の競技者とし、常時 4 名以上

女性が出場すること。但し、50 歳以上の男性（平

成 29 年 4 月 1 日現在）、中学生以下男子について

は女性とみなす。（学生も可）

◎選手交代：セット毎に行う。

◎参加料：1 チームにつき 1,000 円

◎申込み方法：所定の申込み用紙に必要事項を記入の

上、参加料を添えて教育委員会事務局まで申し込ん

でください。

◎申込締切：３月２日（金）午後５時まで

◎抽選会：３月８日（木）午後 7 時 30 分から

　小国町社会福祉協議会　悠ゆう館

◎主　催：小国町スポーツ推進委員会

問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

確定申告に関するご相談は

「確定申告電話相談センター」をご利用ください！

　熊本国税局では「確定申告電話相談センター」を開

設し、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消

費税並びに贈与税の確定申告に関するご相談等に電話

でお答えしています。

期間：平成３０年１月４日（木）～３月１５日（木）

　最寄りの税務署の代表電話にかけ、自動音声案内で

「０」番を選択し、用件をお話しください。

問阿蘇税務署（☎ 22-0551）※自動音声案内

お知らせ・募集

飼い犬・飼い猫には避妊去勢手術を

　動物を飼うには責任が伴います。捨て猫や捨て犬をか

わいそうに思い、捨てた人に怒りを感じるあなたも、動

物を飼った時に適切な繁殖制限をしないと、増えてし

まった動物を「捨てる」側になりかねません。猫や犬は

本能で繁殖するので、自分でコントロールはできません。

　望まない繁殖を防ぐためにも、ペットには避妊去勢手

術をお願いします。

問熊本県阿蘇保健所　☎ 24-9030　　　　　

確定申告・町県民税の申告は正しくお早めに

会場はJA情報企画センター２階です

■確定申告の期間

　2 月16 日（金）～ 3 月15 日（木）まで

　平成 29 年分の所得税及び復興特別所得税の確定申

告・町県民税及び国民健康保険税の申告期間は平成

30 年 2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）までです。

申告日程は、小国町役場ＨＰまたは組配布物でお配りし

た一覧表、おぐにチャンネル、広報おぐに 1 月号等で

ご確認ください。　

◎申告相談会場

　阿蘇小国郷ＪＡ情報企画センター 2 階和室　　　

　阿蘇税務署 1 階会議室

肝炎サロンの開催について

　肝炎サロンは、肝炎患者様やそのご家族など肝炎に

関心のある方のための情報交換の場です。

肝臓の病気に対する疑問や、治療に関する不安や悩み

など、ゆっくり語り合ってみませんか？

　参加費は無料、事前のお申し込みも不要です。どう

ぞお気軽にご参加ください。

◎日時　平成 30 年 3 月 4 日（日）10：00 ～

◎場所　阿蘇医療センター

問熊本県健康福祉部健康危機管理課　

☎ 096-333-2783

　　　　



学 校 公 開 日

2 /15 木 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

3 /15 木 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

水 道 当 番 店

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46-2819

18 日 キ タ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

（ 有 ） 産　    　 興 ☎46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎46-2331

25 日 宮 崎 水 道 ☎46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

4 日

北里電業水道設備（有）☎46-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎46-2986

11 日 （ 株 ） 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580
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消 費 生 活 相 談

問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　     2 / 20・27　　3 / 6 ・ 13

木
　     2 / 22　
※ 3 / 1・8・ 15 の木曜日は、
南小国町役場総務課で対応します。

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。

社 協 告 知 板
　この度、次の方々からご寄付いただきましたので、お

礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして

　　宮原殿町　　大塚　元幸様

　　　　　　　　故人 フミ子様　

　　上田中河内　上野　直吉様

　　　　　　　　故人 トシ子様

　　宮原倉原　　髙村　時夫様

　　　　　　　　故人フキ子様

　　宮原倉原　　久野　哲治様

　　　　　　　　故人利惠子様

　　宮原下広瀬　原部　文治様

　　　　　　　　故人　安二様

　　上田小園　　橋本　繁男様

　　　　　　　　故人 トヨ子様

　　上田万成寺　時松　義雄様

　　　　　　　　故人美智子様

　　下城1430-4

　　　　　　　　田中　則男様

　　　　　　故人 宮﨑フミコ様

　　北里桑鶴　　北里　一宣様

　　　　　　　　故人　史　様

　　下城本村　　阿南　泰子様

　　　　　　　　故人　忠司様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社会福

祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

2/16 ～ 3/15
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休日在宅医

2/16 ～
3/15

小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

2/18 栗 林 内 科 医 院 ☎ 24-1024

  　25 眼 科 古 嶋 医 院 ☎ 34-0008

 3 /4  家 入 整 形 外 科 ☎ 32-0048

  　11 小 野 主 生 医 院 ☎ 32-0039

税 告 知 板

問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。

◎固定資産税（第 4 期分）

◎納期限及び口座振替日：2 月 26 日（月）

税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願い

します。



おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  図書  小国町図書室
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16 金

17 土

18 日

19 月 心配ごと相談  パラソル  10：00 ～ 11：30

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土 パラソル休館日

25 日

26 月 無料法律相談   パラソル  10：00 ～ 15：00

27 火

28 水

1 木 県立小国高等学校卒業式　10：00 ～

2 金
年金相談 福祉センター悠ゆう館
10：00 ～ 15：00【予約制☎ 096(367)2503】

3 土 パラソル休館日

4 日 パラソル休館日

5 月
心配ごと相談  福祉センター悠ゆう館

 10：00 ～ 11：30

6 火

7 水
３～ 4ヵ月児健診及び６～７ヵ月児健診
 　おぐに老人保健施設 2 階 受付 13：15 ～ 13：30

8 木

9 金 県立小国支援学校卒業式　10：00 ～

10 土
小国中学校卒業式　9：30 ～

パラソル休館日

11 日 パラソル休館日

12 月
行政相談 福祉センター悠ゆう館
10：00 ～ 12：00

13 火

14 水

15 木
１歳６ヵ月児健診 おぐに老人保健施設 2 階

受付 13：15 ～ 13：30

3

2 元気クラブ
問地域包括支援センター　☎ 46-2116

16 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

20 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

21 水
9：30 ～ 北里３部集会所

13：30 ～ 室原集会所

22 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

23 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

28 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

1 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

2 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

6 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

7 水
9：30 ～ 北里３部集会所

13：30 ～ 室原集会所

8 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

9 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

14 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

15 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

2

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成 30 年 1月1日現在（前月比）

総人口　7,279 人　（-    4）

男　性　3,462 人　（±  0）

女　性　3,817 人　（-    4）

世帯数　3,095 戸　（+   9）

編  集  後  記

●東京では、「4 年ぶり積雪 20 セン

チ」「34 年ぶりに７日連続での積雪」

と騒がれています。東京は積雪があっ

たら、電車が止まり、事故によりレ

インボーブリッジが通行止めなどの

情報がテレビのニュースで流れます。

小国町は毎年 10 センチ以上の雪が

降り、影響としてはミルクロードが

通行止めになるくらいで、そこまで

大きな影響は出ません。火の国熊本

にある雪国の小国町は、なんだか逞

しいなあと感じました。

●先日、小国シネホールにて小国町

観光動画「温泉♨️兄貴」の上映会が

開催されました。雪が積もる中の上

映会でありましたが。１日で 120

人の方々が会場に来てくださいま

した。上映会は１日だけでしたが、

Youtube などでは常時公開されてい

ます。「温泉兄貴」で検索してぜひ一

度ご覧ください。

（右の答え：白渦滝）

（セツダ）

　昨年度に引き続き、小国 GOGO

スタンプラリーを３月１８日まで開

催中です。小国町の温泉・観光地・

食をめぐるスタンプラリーです。

この冬小国町のいいところをたくさ

ん満喫して、景品をゲットしましょ

う！

小国GOGOスタンプラリー

　「小国のここはドコでしょう！？」今回は 9 回目です。

　今回は久しぶりの滝です！

　　

☆小国町には地域の住民のみなさまにしか知られていない、美しい

景色やほっとするスポット、神社、滝、農村風景などがたくさんあ

ります。そんなスポット（小国のいいところ）をみなさんにクイズ

形式でご紹介したいと思います。

答えは左の編集後記内で！小国のここはドコでしょう！？

小国のここはドコでしょう！？Q

小国郷温泉ジオサイト

　小国町には阿蘇ジオパークの見所「ジオサイト」が２つ存在しています。

　今回は小国町を代表する温泉地「杖立温泉」「わいた温泉郷」を含む『小

国郷温泉ジオサイト』を少し紹介します。

『小国郷温泉ジオサイト』

　南小国町から小国町にかけては、豊富な湧出量を誇る温泉群が多数存在

します。これらは九重火山による熱源だと考えられています。

●杖立温泉

　阿蘇ジオパークエリアの最北部、杖立川沿いに湧出する、九重火山系

の温泉。開湯およそ 1800 年の歴史があり、平安時代のはじめの頃、旅

の途中で訪れた弘法大師空海は、温泉の効能に感銘し、

「湯に入りて　病なおれば　すがりてし　杖立て置いて　帰る諸人」

という句を詠んだと言われ、杖立という地名はこの句から由来している

と言われています。

●わいた温泉郷

　はげの湯、岳の湯、麻生釣温泉、鈴ヶ谷温泉、地獄谷温泉、山川温泉

などからなる温泉群で、これらは九重火山の西麓に位置しており、その

影響を受けた温泉です。近年では、奥阿蘇の秘湯として、湧蓋山の裾野

に広がる開放的な景色と温泉を独り占めできる温泉郷です。

【ヒント】

①下城にありますが、下城滝ではありません。


